
李朝建初期の国家と仏教

はじめに

ヴェトナム仏教史における李朝仏教の評価は，

13世紀までのヴェトナム仏教に関する最も纏ま

ったチャン・ヴァン・ザップ (Tranv五nGiap) 

氏の研究1)を含め，仏教の最盛期と見倣されベ

単に民衆のみならず国王や宮廷の高官達にも熱

心に尊崇されたとの見解が一般的でありへ 李

朝仏教盛行の基礎は李朝建初期に確立された4)

と考えられている。それゆえ，本小稿において，

筆者はこの李朝建初期の仏教の性格について，

『大越史記全書~5) (以下『全書』と略記する)・

『越史略~6) ・『安南史略~7) ・『大越史記(呉時仕

註)~8) (以下「史記』と略記する)・『欽定越史

通鑑綱目~ (以下『網目』と略記する)の諸史料

に表われた記事g) を中心にして，造寺・度僧・

鋳鐘・乞経迎経・その他に渡って考察を加えて

いくことで，統一国家のイデオロギー10)として

盛行を極めた仏教というイメージを再検討し，

李朝建初期特有の「国家仏教j11)の性格を明ら

かにしたL、と思う。なお，本小稿では便宜的に

李朝建初期を1009-31頃までとする。

1.造寺……国家的寺観網の形成(1)

ヴェトナムの正史に寺院の建造についての記

事が初めて出るのは，李朝太祖期からである。

このことはそれ以前のヴェトナムに寺院が存在

しなかったことを意味するものでは決してな

L 、∞。むしろ，李朝以前の寺院に比して李朝太

祖期以降に造寺が記載されている寺院の性格が

後述するように官寺的性格を持っていることを

窺わせるものと解される。そこで，李朝期に建

立されたことの明らかな寺院13)の過半を占める

局 津 茂

李朝建初期の造寺に関する史料を表1に従って

見てみたい。

「全書』・『史記~.~綱目』の順天元年 (1010)

の条に「詔して，府銭二高椙を発して工を賃い，

天徳寺に寺を建つ，凡そ入所。皆碑を立て功を

劾む」とし、う内容が共通して記されている。ま

た， ~全書」・『越史回答』・『史記』・「綱目」 の同

年の条に， 1域内に於て， 興天御寺14)・王鳳星

棲を起す。域外の離方に，勝巌寺を創造す。」と

いう内容が共通して記され， さらに『綱目』に

は昇竜域内に太清宮山.万歳寺を，域外に天王

寺16)・錦衣寺17)・竜興寺山・聖寿寺・天光寺・

天徳寺を造ったことが記されている。この『綱

目』に見られるこれら寺観の建立に関しては，

『全書』・『越史略Jの順天二年 (1011)と順天七

年(1016)の条によって同様の内容が確認される。

ここで，先に見たJI買天元年に天徳府に建てた凡

そ入所の寺院の他に，周年中に昇竜域内に興天

御寺と域外に勝厳寺の二寺を造り，翌JI買天二年

には昇竜域内に万歳寺と域外に四大天王寺以下

回寺を造り，李朝建国当初に天徳府の八寺・昇

竜域内外の七寺計十五寺が太祖李公誼によって

集中的に造寺されたことが知られ，加えて順天

七年にも昇竜域外に天光・天徳寺の二寺が起こ

されたことが知られる。次の造寺の記事は八年

後の順天十五年(1024)の『全書』・「史記』・『綱

目』の中に見られる。すなわち， 1秋九月，域

内に員数禅寺を造る。以って幸して調経を観

るに便しとなす」とあり，昇竜域内三つ目の寺，

真教禅寺を造ったことが知られる。さらに，呉

時仕による『史記』の割註には， r-太祖，此に

於いて経を語え，光明の道場となす」とあるこ

とから，この年の昇竜京城の修治に際して造ら
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李朝建初期の国家と仏教

表 1 李朝建初期における仏教関係記事

1 造寺について

年代 史料 『大越史記全書』 『越史略』 『大越史記』

j贋(天10元10年〉
-詔号室府銭二寓絹。賃 -詔号室府銭二蔦絹。賃

工建寺千天徳府凡八 工建寺於天徳府。凡

所。皆立碑劾功。 八所。皆立碑記功。

同年の条 -又於域内。起興天御 -又。於城内。起興 -城内。起造宮殿御寺。

寺五鳳星棲。城外離 天寺五鳳星模。域 域内。起興天御寺五

方。創造勝巌寺。 離方。創勝巌寺。 鳳星楼。城外離方。

創造勝巌寺。

j頂(天10二11年〉 -是歳。域内左起大清 -是歳。又於域内。

宮。右起高歳寺。構 起太清宮。高歳寺。

鎮穏蔵。域外建四大 鎮福蔵。域外建四

天王寺。錦衣龍興聖 天王寺。衣錦寺。

害寺。 龍具・聖菩寺。

)1頂(天101七6年)! l-起天光・天徳二寺。 |日天口。 l

順天(1十024五)年
-秋九月。造員数禅寺。 -秋七月。造異教禅寺。

於城内。以使幸観謂 於域内。以便孝観謂

経。 経。

聞]太祖於此請 | 
経。為光明之道場。

天(成10四31年〕
-詔号室銭賃工。造寺観 -造寺観凡ー百五十 -三月。帝至自E豪州。
子郷邑。 fL百五十所。 慮。 詔君主銭賃工造寺観。

於郷邑九百五十所。

2 寺観の重修について

順(天10元10年〉
-の命諸郷邑所有寺観 . [主主文休割註]・又重

己頚致者。悉重修之。 儲諸路寺観

. [呉時仕割註]・太祖

於昇音量・古法各有建

寺。諸路寺観必令重

情。使傍巌・法華種

種不絶。

cf. 各割註にみられる寺観の様態について

順天元年
(1010)の
条に対す
る蒙文休
割註

-家文休日。李太祖即

帝位。甫及二年。宗

廟未建。世稜未立。

先於天徳、府。創立八

寺。又重修諸路寺観

-史臣3詩文休日。李太
祖即位。甫及二年。

宗廟未建。社稜未立。

先於天徳府。創立八

寺。又重街諸路寺裏目

- 35一(119)

I w欽定越史通鑑綱目』
-建寺子天徳府。夜銭

二高縮。建寺入所。

皆立碑記功。

-於昇龍城内。造輿天

御寺。太清官。蔦歳

寺。域外。造勝巌寺。

天王寺。錦衣・竜興・

聖寿・天光・天徳諸

寺。

-秋九月。建員数寺。

造寺子城内。令{普請

経。帝臨幸観之。

-初帝還白麟州。命造

寺観九百五十所。至

是。成設法曾。大赦

天下。

-諸郷邑寺霊見有類空定者。

悉令修之。



李朝建初期の国家と仏教

命尽| 『大越史記全書』 『越史略』 『大越史記』 I w欽定越史通鑑網目』
而度京師千絵人魚{曽。 而度京師千絵人為僧。

-・・(中略〕…而太祖霊 -・・(中略〉…市太祖霊

法如是。宣其後世起 法如此。宜其後世起

凌害之堵披。立削石 凌害之堵技。立削石

之寺柱。傍宮壮麗。 之寺柱。悌宮妊麗倍

倍於震居。下皆化之。 於震居。下皆化之。

至有数形易服。破産 至有毅形易服。破産

逃親。百姓太半~僧。 逃親。百姓大半為僧。

圏内到慮皆寺。其源 園内到慮皆寺。其原

宣無所自前。 宣無所自前。

里義吉宮語意在
-史臣呉時仕目。李祖

生長空門。慶文養之。

高行教之。皆{曽也。

自其少時為蔦行徒弟。

悌家報磨因果之説得

開有素。凡死生存亡

盛衰成敗。皆委命於

冥幻。高行善於占謀。

又創為木棉震跡。以

神異之。帝以是深自

信。向根之於心。牢

不可破。故建園之始。

賃工造寺如此。其亙

也。…(略)…」。

3 度僧について

順(天10元10年〉
-是歳。度百姓矯僧。 [書官文休割註] 而度

京師千絵人為僧。

[呉時仕割註] 既度

百姓為僧元年。

馬主Tlz一千絵人融 1.:*師人千鰯借|又閑人
順(天10十19年) 

-詔度天下人民矯信。 [呉時仕割註] 又。 -度天下民篤僧。先是。

度天下人為僧。 度京師百姓。至是。

文度天下人民。立戒

場於高歳寺。命僧徒

受戒。

順(天10五14年〉
-右街借統沈文苑奏請 . [呉時仕割註] 立戒

立戒場於寓歳寺。賜 場五年。右街僧統沈

僧徒受戒。可其奏。 文宛奏請。立戒場於

高歳寺。賜僧徒受戒

詔可其奏。
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李朝建初期の国家と仏教

cf. 1 僧官について

『安南志略』巻十四官制

僧官:図師 僧統 僧録 僧正 大賢官

cf. 2 W安南志原』巻二寺観洞廟

「交州八豚記」云

|交祉|朱鳶 i宋平県|姐県|平道県|武平県|南定県|其余県
名寺 14 1 29 1 5 1 29 1 12 1 2 1 7 1 

名観111914161011101-

4 鋳鐘について

ぶ\ぞ~I 『大越史記全書』 『越史略』 『大越史記』 1 w欽定越史通鑑綱白』

順〔天10元10年〕 -護府銀一千六百八十 . [呉時仕割註] 鋳鐙

雨。鋳洪鐙。置於大 必以金銀。元年設府

数寺。 銀一千六百八十両。

鋳洪鐘。賀大教寺。

)(|債秋(天10九五14月年) 〉
-詔君主府金三百十雨。 . [呉時仕割註] 五年

鋳鐘。置子興天寺。 九月詔護府金三百十

雨。鋳洪鐘。置興天

寺。

-詔霊芝府銀八百雨。鋳
(冬同十年月〉

鐘二口。置予勝巌寺 一一 詔設府銀八百両。鋳

及五鳳星楼。

れた同寺が，太祖の仏法修法の道場として造ら

れたことが知られる。

さて，このような太祖期十八年間の一連の造

寺はし、かなる意図を物語っているのであろうか。

まず第ーに明らかな点は，太祖の故地である天

徳府と京城である昇竜域内外の地に集中した造

寺であるという点にある O 李朝以前のヴェトナ

ム仏教のニ大宗派であったヴィニタルチ (Vini-

taruci)派19)にして無言通 (Vo-ngon-Thδng)

派20)にしろ，チャン・ヴァン・ザヅプ氏の研究

に記される両派の寺院は北寧省、21)に集中してい

ることから李朝以前における仏教の盛池は北

寧であったとの私見を筆者は持っている。桜井

氏も李朝揺監の地として同様の指摘をし， さら

に李朝を半独立土候国群とされている問。この

ことは，李朝が国家権力を確立するに当り，①伝

統的な旧体制とそれに結びついた古い神祇観念

や呪術思想をも包含するより普遍的な理念と合

鐘二口。置勝巌寺。

理的教義を必要とした際，国家統一のイデオロ

ギーとして，李朝故地の教えの一つであった仏

教に国家的な保護と育成を積極的に計る必然性

があった。②JlI本氏の指摘するように23}，中国

との外交上の関係からも漢字・漢学に長けた僧

侶を政治顧問として必要とした。③太祖自らが

仏教の熱心な信者であった。

以上3つの理由から李朝初期の天徳、府と昇竜

域内外への集中的造寺は，李朝権力がその基盤

となった地域的信仰をひきずりながらも，建初

期においては「国家仏教」の成立を企図したも

のと考える。

第二に明らかな点は国家が国費によって造寺

したという点である。すなわち，建初期の集中

的造守が宮廷を中心とした仏教の受容として把

えられるのか，国家的意図の下に保護・奨励され

たものと把え得るかとの問題があるが，筆者は

次の三点から国家による造寺と考える。①『全
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書~ I1慎天七年(1016)の条に「是の歳大いに熟し，

禾三十結七十銭に直す」とあり，先に見た天徳

府に造寺のために支出されたこ万絹は，一椙が

千銭とすると，ほぼ八百五十七万千四百二十八・

四結となり， この額と昇竜域内外に造られた寺

院数を考える時，宮廷だけの仏教崇拝のためと

は思えなL、。②もとより李公誼が出身において

仏教的訓育を得た241としても，そのような記述

の背後iこは太祖による李朝国家権力の成立とそ

の修史とし寸側面がある。③造立された寺院中

の四大天王寺とし、う寺院名は，中国でも護国経

典として重視された『合部金光明経八巻』の四

天王品の思想にもとづいたものと思われる。こ

れらのことは，後述するように，呪術的な鎮護

国家の修法による国家の安寧を祈る場として国

家によって造立されたことを窺わせるものと思

う。

以上の造寺の目的は，さらに二代太宗の天成

四年(1031)の『全書』・『越史略』・『史記』・『綱

目』に共通して見られる記事によって完成され

ると思われる。すなわち， I詔して銭を護し工

を賃い，郷邑凡そ百五十所251に寺観を造らしめ

た。」とある O まさに先の造寺が， I国家仏教」の

中核の形成とするなら，太宗自らが無言通派第

七代禅祖の一人である261という点を考慮に入れ

ないとしても，李朝直接支配地問への国家的寺

観網の形成と考えられよう。

2.重修……国家的寺観網の形成 (2)

国家による寺観網の形成は，造寺の他に既存

寺院の修復をも含んだものであったと思われる。

すなわち， 11全書』・『史記』の繋文休の割註・『綱

目」において順天元年に共通する記事として，

「諸郷巴所有の寺観にして己に頚鼓せしは，悉く

これを重修せしむ」とあるO まさに順天元年と

ρ う時期を考えると，上述した「国家仏教」確

立への意図が窺い得ょう 28)O

また， 11史記』の呉時仕の割註に， I太租昇龍・

古法に於いて各々建寺有り。諸路寺離に必ず重

修するを命ず291。拐巌・法華をして種々絶やさ

ざらしむ。」とあり，護国経典として，拐厳経301

や法華経311を調ぜしめたことが知られる。

3.度僧……国家による僧侶の大量集中養成

李朝建初期における度僧の記事は三例を数え

る。すなわち， (1全書』順天元年 (1010)の条に

「是の歳，百姓を度して僧と箆す」とあり，さら

に順天七年 (1016)の『全書』・『越史略」・『史

記」に共通する記事として， I京師(の人)千徐

人を度して僧・道と昆す。」 とあるO さらに 3

年後の順天十年(1019)の『全書』・『史記』呉時

仕割註にも「詔して，天下の人民を度し，僧と

局さしむ」とある。この李朝建初の10年間に3

回出された度僧は， まず大量度僧という点で特

異に思われる。とりわけ順天七年(1016)の「千

余人」との数は誇張されたものと思われるもの

の，やはり異とせざるをえまし、。繋文休は『全

書~ I1民天元年 (1010)の割註に， I悌官壮麗なる

こと， Jj芝居に倍す。下は皆之に化し， E2形ある

は服を易え，破産逃親す。百姓の大半は僧と箆

り， 圏内到る魔皆寺。」 と記して当寺の仏教の

盛行ぶりを伝え，批判している。まさに曹仕邦

氏の指摘泌を待つまでもなく，租税負担者であ

る民衆の大量得度は李朝経済の脅威であったろ

う。李朝期における度僧を関する記事が上述し

た三例以外は， 100年以上後の神宗皇帝の天順

元年 (1128)の『全書』の条に「五月，老兵都

曹武袋等四人を度して僧と局し，詔して展英太

后の族百人を籍より錨かしむ。」とあるのみで

ある。このことは，李朝建初期の大量度僧が，

李朝全体の時期を通しでも，極めて特異である

ことを示していよう。

このように大量にしかも集中的な度僧が李朝

建初期になされたことは，前に造寺の項で論じ

たように，単に太祖李公羅の出自が仏教に負っ

ていたためとしづ以上に，李朝権力の基盤その

ものが仏教勢力といかに深く結びついていたか

を物語っていると解すべきではないかと思う。

曹仕邦氏は，度僧に伴う租税免除を，新政権が

民心を得るための政治手段として位置づけてお

られる 331が，筆者は民心というよりもむしろ前

饗朝末期から李朝創設に及んで李公誼341が依拠
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李朝建初期の国家と仏教

した万行35)を中心とする仏教勢力の支持と協力

が李朝政権の確立・維持のためには必要とせざ

るを得なかったための大量・集中度僧であった

ものと考えている。では，本来は仏教教団が形

式土は持っていると考えられる得度の許認権を

何故国家がまさに官許ともいうべき形態の下で

大量集中的度僧をしようとしたのか。それは，

私に得度することに対する警戒と僧侶勢力に依

拠した政権維持の意図があるものと筆者は思う。

すなわち， ~全書~ I1頂天五年 (1014)の条と『史

記J同年の呉時仕割註に見られる， i右街{首統

沈文苑奏して高歳寺に戒場を立て，僧徒に受戒

を賜わらんことを請う。その奏可なり。Jとの

記事より，僧官としての右街僧統沈文苑の存在

を知ることができる。また，七衆の制36)に従う

ならば，僧になろうと希望する者は， まず優婆

塞となり，数年の修行の後に出家得度して沙弥

になり， さらに数年ののち受戒して一人前の比

丘たりうる37)のであることから考えると， )1買天

元年に得度して僧となった百姓はまさに沙弥と

なったのであり，五年間の修行により上記順天

五年(1014)の万歳寺で、の受戒を賜わり得て比丘

となったと考えることは自然であろう。このこ

とは，私度の禁止と併せて戒律の保持による僧

侶の質の維持とし、う意図もあったものと思われ

る。この意図を具現するべく上奏したのが僧統

の地位にあった沈文苑で、九る。この僧統の地位

に関しては， 1285-1307年の聞に警かれ，その

後幾度か加筆された妻雪崩『安南志略J巻十四官

制の僧官の項に， i園師僧統僧録僧正大

賢官」と五つの官位があり，その二番目に位置

する地位であることが知られる。「全書』本紀巻

之一丁紀辛未二年(971)に「初めて文武・僧道

の階品を定め，…(中略)… 僧統呉員流38)に匡

越大師の披を賜り，張麻尼を僧録と局し，…(後

略)…」とあることから，すでに丁朝創設4年に

して僧道階品の官制が作られており 39)，仏教教

団が統制機関としての僧官の制を必要とする程

に発展していたことを窺わせると同時に，本来

在野の僧侶を官位につけて，政治顧問40)とせん

がための制ではなかったかと思われる。という

のは『全書』天成元年 (1028)の条に「信道階

品を置く」とあり，さらに，『全書J仁宗広祐

四年(1088)には「借枯頭を封じて園師と霜す。

或は之に節紙を賜うと云う。宰巨と股上に並び

立ち，天下の事務を庭断せしむも，詞訴未だ必

ずしも有らざる也。蓋しこの時仁宗の崇併を以

って，封じて園師と局し，園事を以って詞るは，

家大行の呉の匡越に於げるが如し。Jとあること

から，当時の僧官が，単なる僧団の統制を目的と

したものではなく，国事全般に及ぶ皇帝の政治

顧問として機能したことが知られるがゆえであ

る。まさに，大量集中度僧は，国師・僧統を中心

とした仏教勢力の拡大と，かかる仏教勢力の懐

柔による李朝支配の正統性の確立を目的とした

ものであると推察する。その意味では，李朝建

初期における度僧が律令制を前提とした度牒の

給付による仏教教団の管理抑制41)を目的とし

た42)というよりも，繋臥朝から政権を纂奪する

に当って依拠した仏教勢力43)への論功行賞的44)

な懐柔策としての意味あいすら持っているもの

と思う。なお，前述した順天五年の記事で，僧

徒に戒律を授けるのは本来教団内部のことであ

るにもかかわらず，太祖自らが受戒を賜ってい

ることから，李朝太祖自ら仏法の護持者として

の立場を装っていることになり，太祖自身の崇

仏の度合いを別にしても，李朝政権と仏教勢力

との癒着ぶりが窺われる。

3.鋳鐘・造像・函仏H ・...国家による鐘・仏

像・仏画の大量鋳造・作成

李朝太祖期に至って初めて鋳鐘の記事が見ら

れる。すなわち， ~全書』順天元年 (1010) に「銀

一千六百八十両を府より費して，洪鐘を鋳，大

教寺に置かしむ。」とあり，また， ~全書~ 1頂天

五年 (1014)秋九月に「詔して，金三百再を府

より護して，鐘を鰭，興天寺に置かしむ。」と

ある。 さらに， ~全書」同年冬十月に 「詔し

て，銀八百両を府より費して，鐘二口を鋳，勝

巌寺45)及び五鳳星棲に置かしむ。」 とあるO 太

祖期においては以上三例が見られるが，太宗期

においても『全書』通端二年 (1035)に， i詔し
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て銅六千斤を議して，鐘を鋳，重光寺に置かし

む461Jとあり， さらに，聖宗期においても鋳鐙

の記事が見られる4710 このことは，李朝初期に

鋳鐘が集中してみられ， とりわけ李朝建初期に

おいては， u史記』順天元年の呉時仕割註に記
されているように， 1"鋳鐘必ず金銀を以ってす」

ということが知られる。大教寺と重光寺の所在

地は不明だが，前に見たように興天御寺と五鳳

星楼は順天元年に昇竜域内に，勝厳寺は域外に

建立された寺観で、あることから，鐘の置かれた

寺が昇竜域内外に仏法の福音を響かせるにふさ

わしい寺格を持っていたものと推察される。ま

た，呉時仕の言うように金製・銀製の鐘である

とすれば，大きな党鐘ではなく，造寺・重修の

後に，度僧・戒場の設立に時を同じくしている

ことから，極めて象徴的意味を持ったものでは

ないかと思われる。それが，太宗以降には銅製

のものとなり， より大きな洪鐘が鋳られるよう

になった481ものと解される。それにしても，莫

大な出費であり，李朝初期にこのような集中的

鋳鐘をせざるを得なかったことは前述した李朝

政権の特異性を裏付けていると言えよう。

ついで，仏像や仏画といった信仰の具体的な

対象となったものを見てみたし、。まず， u全書J
順天七年 (1016)に， 1"四天帝像を塑せしむ」と

あり，四方鎮護の四神の土像を造ったことが知

られる。次に， u綱目』太宗通端三年 (1036)に，
「春正月，悌像成りて大赦す。大願傍像成りて，

龍堤に慶舎を設け，天下に大赦す」とあり，

仏像が造られたことが知られる。さらに『全

書』太宗，乾符有道二年 (1040) に， 1"冬十月，

羅漢会を龍堤に設け，大赦して，…(中略)…。是

れより先，帝工匠に令して，彫悌千絵像・童悌

千絵軸・賓幡万蔦徐頂を造らしめ，是に至りて工

畢るを慶と成す也。」 とあり， 大量の仏の彫像

や仏画や宝幡が造られたことが知られる。おそ

らく， これが李朝実質支配下の寺院に配られた

ものと推察される。さらに翌年の『全書」太宗

乾弥有道三年(1041)に， 1"詔して銅七千五百六

十斤を費して， 5爾勃悌，海清・功穂二菩薩及び

鐘を鋳，其の院(天福院)に置かしむ」とあり，

弥勃仏，海清・功徳のニ菩薩の銅像が造られた

ことが知られる。このことから，太祖期の士像

太宗期の彫像(木像)の普及・銅像の出現を知

ることができるが，皇宗期には黄金の像が出現

する。すなわち， u全書』聖宗，竜瑞太平四年
(1057)には， 1"冬十二月，天幅・天寿の二寺を

起し，黄金を以って党王・帝穆の二像を鰭せし

む」 とある。文字通り党天主と帝釈天491 の黄

金の像が造られたことが知られる。それゆえ，

李朝初期において，仏像は時を追って一層立派

なものとなったと考えられ，一般には彫像が多

かったと結論付けられよう。なお，四天帝も党

天も帝釈天も仏法を護る神として共通しており，

弥鞘仏が衆生済度のための未来仏であることか

ら，当時の信仰対象の一端を知り得ょう。

5.乞経迎経・写経H ・H ・国家による経典の招来

李朝建初期における詞経の主たる経典は，前

にみたように， 1"拐厳経」や「法華経Jであっ

た。それ以外の経典については，チャン・ヴァ

ン・ザ、ップ氏の研究附に詳しく，李朝建初期の

ヴェトナム人僧侶の作った詩文については『李

陳詩文』巻1511に纏められているO それゆえ，

ここでは中国からの乞経迎経の記事を史書の中

にみることで，李朝建初期における国家による

経典招来を跡づ、けてみたい。

まず， 李朝以前の乞経についてみると， u全
書』繋紀応天十四年 (1007)に， 1"弟明利を遣

し， (中略)，大蔵経文を乞う」とあり， u全
書」景瑞二年 (1009)に「春，明剥宋より還り，

大蔵経文を得る。」とある。これを『宋会要~521

蕃夷(伝)四 で確認すると，景徳四年 (1007)

七月十一日に貢に来たりて， 1"表して，九経53)

及俳経一蔵を賜わらんことを乞う。之に従う。」

とある。このことから，前繋朝において仏教経

典ーセットを入手していたことが知られる。

次いで李朝建初期の乞経についてみると，

『宋会要』蕃夷(伝)四 大中祥符三年 (1010)

に「表して，大蔵経及び御割入植法書を賜わら

んことを乞う。之に従う。のち，大梁御製御書

ー百巻軸を賜る。J551とあることから，李朝の建
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初早々に，大梁御製御書一百巻軸を入手してい

ることが知られる。このことは， w安南志略的』
巻第十二，李氏世家の大中祥符三年(1010)十

二月の記事に， I表して，大蔵経及び御札八体

書法を乞う。之に従う。のち，大蔵経・太宗御

書一百軸を頒つ。」 とあることから， 大蔵経57)

と太宗の書ー百軸を入手したことが知られる。

次いで太祖期における乞経の第二番目の例は，

『宋会要』蕃夷(伝)四の大中祥符七年(1014)

八月に， I介胃及び大蔵経を賜わらんことを求

む。之に従う。J58) とあり， w安南志略』巻第十

二李氏世家の大中祥符七年 (1014)八月に，

「伯ち， 介宵及大蔵経を賜わらんことを求む。

之に従う。」とあることから， 4年後にも再び大

蔵経の下賜を求め，得たことが知られる。さら

に， 太祖期乞経の三番目の事例は， w全書~ 11員

天九年 (1018)に， I夏六月，員外郎院道清・18

鶴を遣し，宋に如き三蔵経を乞わしむ。」とあ

り， w越史略~ w網目』においても同様の記事が

ある59)。また， w宋会要』と『安南史略』におい
ては宋の天稽二年(1018)五月に道蔵経を賜わっ

たことが記されており 60〉， ヴェトナムの史書で

は記載のない道教経典叩を太宗は下賜しており，

鶴の遣使を天稽三年(1019)十二月としている問。

この時期李公誼は一年おきか連年朝貢してい

る6むことから，大蔵経を天語二年(1018)に入手

し，翌天梧三年(1019)に三蔵経を入手した64)と

思われる。ヴェトナムの史書にこの道蔵入手の

記事がなく，三蔵経を乞うて得たことだけが記

されていることは仏教崇拝の厚かった李朝に対

する修史かとも思われる。李朝建初期に集中し

てみられる朝貢に伴う乞経迎経の最後の例は，

太宗の代通端元年(1034)にみられる O すなわち，

『全書』同年の条に， I員外郎何授，杜寛を遣し，

恩1[象二とうを以って宋に遺る。宋は大蔵経を以

って之に謝す。」とあり， w網目』においても同
様の記事がある6のことから，貢物として贈った

象の返礼に大蔵経を再び入手していることが知

られる。大蔵経は極めて大部であるので，前述

したものとは違うものを分けてもらったものか，

同様のものをもらったものかは定かではないが，

太宗期においても国家の手によって仏経経典が

迎えられたことが知られる。

このようにして入手された仏典は，単に死蔵

されたので、はなく，国家の命により度々写経さ

れ，仏教教義の研究と普及に供されたことが以

下の三例より知られる。すなわち， w全書~ I1震

天十四年 (1023)秋九月に， I詔して三蔵経を認

し， 大興蔵に薗めしむ。」とあり， また， w全

書~ I1民天十八年 (1027)秋八月にも， I詔して三

蔵綴を寓さしむ。」とある O さらに，太宗期に

も『全書』通端三年 (1036)二月に， I詔して大

蔵経を寓し，重輿蔵に闇めしむ。」とあること

から太祖期には三蔵経の写経を，太宗期には

大蔵経の写経を行わせ，重興蔵に納めてあった

ことが知られる。三蔵経・大蔵経ともに極めて

大部であることから，かなり多数の僧侶を要し

たものと推察される。

6.法会……国家による仏会の開催

李朝建初期末から時に法会が設けられており，

仁宗・神宗の代には度々その例がみられる。こ

こでは，建初期末からの三例のみをみてみたい。

まず， w全書』太宗天成四年 (1031)秋八月に，

「法会を設けて成るを慶び，天下に大赦す。」と

あり， w史記』同年の呉時仕の割註に， I史臣呉

時仕日く，建寺・鋳鐘・主主経・設曾皆書かず。

(中略)亦猶ー設舎して， 徒罪を赦し， 税銭を

減ずるあらば，則ち，徐の舎も知る可きや。(下

略)Jとして，乾符有道二年 (1040)の羅漢会を

設けたこと以外は推して知るべしとしている。

『全書』の条は， 全国凡そ百五十所の造寺が成

ったことによるものであり， w網目』にも同様
の記事をみることができる66)。また，呉時仕の

指摘のように，法会と大赦や減税が対となって

記される例が多く，元来経典を読請して仏・菩

薩を供養し衆僧や民衆に食事を施し説法などを

行う集まりである法会に当って，李朝期ヴェト

ナムて、は，その仏教精神の発露として大赦や釈

囚67)等を行ったものと思われる。

次の法会の例は， w全書』通瑞三年 (1036)春
正月に， I大願併成るを慶び， 龍堤に(弗舎を設
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け，大赦する。」とある。『網目』同年の条にも

同様の記事があり 68)，大願仏像が成ったことを

慶ぶ法会であることが知られる。このように何

らかの仏教施設等が成った時に慶成会として法

会が開催されると解される。

続いて， 11全書』乾符有道二年 (1040)冬十月

に， 1羅漢舎を龍堤に設け，大赦し，流人の罪・

または徒人の法・及び天下の税銭の半を免ぜし

む。これより先，帝工匠に命じて彫像千徐像・

董悌千絵軸・賓幅高除頂を造らしめ， ここに至

りて工畢り成るを慶ぶ。」とある。『史記』・『網

目』ともに同様の記事がある6910 前にみたよう

に，仏像・仏国が千余，のぼりが万余できたこ

とを祝ったものだが，法会ではなく，十六羅漢

あるいは五百羅漢を供養・讃嘆する法会として

の羅漢会が設けられていることは， 同会が禅宗

において重視されている法会であることから，

当時の禅宗の信仰の一端を窺わせるものと思わ

れる。

以上， 国家の手になる設会を三例ほとやみたが，

この他にも主たるものだけでも，仁宗の代に，

七宝塔の慶成会70)J 千仏の慶成会71)，浄慮寺の

慶成会初，広照燈の慶成会73)が設けられ，神宗

の代には，八万七千宝塔の慶成会74)，霊感寺の

慶成会75)が設けられ，英宗の代にも仁王会76)が

設けられており，呉時仕ならずともその余の慶

成会77)については記すことができかねる78)ほど

である。まさに李朝の政策的崇仏の様をみるよ

うに，思われる。

おわりに

李朝建初期の国家と仏教について，本小稿に

おいては，造寺，重修，度僧，鋳鐘・造像画仏，

乞経迎経・写経，法会の順に，史料を追いつつ

考察を加えた。悉く国家の手になるものであっ

たが，各々の項を整理することによって，李朝

建初期の仏教の性格を明らかにしたし、と思う。

1. 李朝期における起寺は三百五十所とされ

るが7へその地理的分布は北寧から昇竜城内外

を中心とする地域に大約集中している。その中

の百六十八寺以上は李朝建初期に建立された80)

ものと考えられ，天徳府の八寺と昇竜域内外の

七寺計十五寺が李公温によって全国官寺網の中

心として造られたものと思う。この大規模な集

中的造寺は，李朝直接支配地に対するイデオロ

ギー支配の一端を荷なう 81)拠点，すなわち呪術

的な鎮護国家の修法による国家の安寧を祈念ず

る場として造立されたものと解されるものと思

う。

2. 寺院の重修は造寺によって創出された国

家的寺院網を一層精綾なものとするものであり，

李朝直接支配地の諸郷巴に置かれた官寺網末端

の位置を持つ。李朝前の独立諸王朝が宮廷仏教

的性格を持っていたと思われるのに比し，李朝

建初期の国家仏教形成に際し，拐厳経や法華経

が読前される場の形成を目的として行われたも

のと解される。

以上の造寺・重修によって李朝建初期に集中

的に形成された寺院は，その後少しずつ数を増

し，仁宗の広祐四年(1088)には，大・中・小の

名藍にランク分けされ，寺院は田奴・庫物を持

ち82)， 民衆を済度する場から呪術的な修法の

場83)へと移っていったものと思われる。

3. 1国内」到る所みな寺といわれる中で，国

家の手になる大量集中的度僧が李朝建初10年間

の中になされ，百姓の大半は僧となったと言わ

れるほどの状況が北寧を中心に生み出された。

さらに，これら大量の僧侶に国家が受戒させ，

宋にならった僧官の制の下で，天成元年(1028)

には僧道階品を置き，李朝政権内に政治顧問と

しての国師を筆頭にして僧侶を位置付け呪術的

な「国家仏教」をもって人心を握掌しようとし

たものと解される。また，李朝が前饗朝の墓奪

を画す上で一つの基盤となった勢力が万行や多

宝禅師を中心とする仏教勢力であったことから

も，国家による大規模な集中的度僧を必要とし，

そうすることによって，李朝建初期の皇帝は政

権をより安定したものとなし， 自らの統治の正

統性を表明することが可能となった84)と思われ

るO それゆえ，租税負担者である百姓を大量に

得度させることによって生ずる国家収入の減少

も辞さなかったものと推われる。
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4. 李朝太祖期前半が官寺網の中核を形成す

ることに仏教政策の主眼が|置かれていたとする

なら，太祖期後半は，容器としての寺院とその

中で護国教典の読請や禅の修法に努める僧侶に

対し，崇拝の対象であり具体的な信仰の対象と

なる鐘の鋳造に主眼が置かれていたものと思わ

れる。この鋳鐙も，太宗期以降は金や銀製では

なく銅製になり，鐘の大きさも一層大きなもの

へとなっていった。また鋳鐘が李朝建初期に集

中しているのに対し，同様に仏教信仰の対象で

ある仏像は，太祖期には四方鎮護の四神たる四

天帝像が土で造られたことが知られるのみであ

り，むしろ太宗期に千余体の仏像が彫られ，加

えて千余の仏画が措かれ， さらに万余の仏宝を

伝える幡が造られていることが知られる。すな

わち，量的には太宗期に具体的な信仰対象たる

仏像・仏国・宝i陪が造出され，全国官寺網の末

端にまで配られたものと解される。また仏像の

材質という点では，太祖期が土像，太宗期が木像

中心であったかと思われるのに対し，太宗期末

に弥勃仏と二菩薩の銅像が造られ，聖宗期にい

たるや党天王や帝釈天の黄金の像が造られるよ

うになっていることが知られる。

5. 国家による仏教経典の招来は，前繋朝期

から中国への朝貢に伴う乞経としてみられ，太

祖期前半においては，宋の局版大蔵経を入手し

ていることが知られる。この仏教経典は太祖期

後半頃から太宗期前半にかけて三回に渡って写

経され重興蔵に納められて， ヴェトナムにおけ

る仏教理解と研究に供されたものと解される。

6. 国家によって設けられた法会は，李朝に

おいては太宗期に始まり，慶成会として仁宗期

に最も頻繁に行われ，英宗期に一例をみるのみ

である。仏教の習俗が李朝政権に受け入れられ

た例は慶成会以外にも祈雨前)や治病86)や出産祈

念87)等数多くみられるものの，やはり国家仏教

として確立主急ぐ李朝建初期には見られず，仏

教信仰が習俗として浸透してL、く李朝中期以降

に多く見られる。また，仏教的な信仰の土俗的

な理解とも解される例が太宗期初年から見られ

る88)。即ち，李朝建初期の「国家仏教」が，そ

の後のヴェトナム仏教の土俗化を準備したもの

と解されよう。

以上管見したことから，李朝建初期の仏教は，

国家によって意図的・政策的に造りだされたも

のであり，その目的とするところは，金光明経

の影響や法華経の読諦からも知られるように鎮

護国家的な性格を持ったものと思われる。その

意味では，封建的な貴族の個人的救済のみを目

的とするものとは思われず，むしろ，李朝政権

成立時の権力基盤の問題や当時の漢字・漢詩文

の知識を持つ者が専ら僧侶に限られていたため

といった政権運営上不可欠の文官確保のため，

あるいは，李朝政権直接支配地の主たる信仰が

仏教であったがため， さらには全土統ーを目指

すためには在地の神祇をも包摂するような信仰

を必要としたためと思われる。そして，李公窺

自らの素養も仏教的な教養に依っていたために，

極めて政治的な白的で創出されたものと考える。

また，以上のような意図が確立されたが故に，

呪術的神抵を中心とする世界観を持つ半独立土

候国群の中にあって長期の政権維持が可能であ

ったものと思われる。まさに李朝太祖・太宗の

治政の下に，北寧を中心とする仏教勢力による

国家鎮護体制の基盤が築かれ，その後権力基盤

のーっとしての仏教勢力に対する李朝政権の依

存度が減るに従って，その政策意図は影を薄め，

仏教の呪術化，民俗化が進展したものと解され

るO その意味では李の聖宗による草堂禅派89)の

創出もビ、ニタルチ派や無言通派勢力から何如に

距離をとるかの一過程と解されよう。李朝仏教

の性格は文字通り李朝政権の成立事情に依って

いるものと思われる。

以上より李朝仏教最盛期論は，仏教信仰の地

域が極めて限定されていること。信仰主体も一

部政治と関わっていた僧侶を中心とし，未だ民

族的広がりを持っているとは言し、難し、ことから，

「国家的仏教Jの階盛がそのまま，ヴェトナム仏

教史中での李朝建初期の仏教を最盛期と位置付

けることは適当ではないと思われる。むしろ同

時期の仏教はヴェトナムにおける仏教の土俗化

のモチウ、ェーションとしての仏教史上の役割り
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を演じたものと思われる。
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4) Thich Thien An: op. cit.， p. 73 

. M~t Th1! : op. cit.， p. 119 

等を参照されたい。

5) 陳刑和編校『校合本大越史記全書(上).1東京

大学東洋文化研究所附属東洋学文献セ γター刊

昭和59年を使用した。

6) 東洋文庫蔵の守山閣叢書版・叢書集成版・皇朝

藩属与地叢書抜を使用した。

7) 東洋文庫蔵の北京大学蔵本写真版・静嘉堂文庫

蔵版・内閣文庫蔵版・上海楽善堂刊版を使用した。

8) 東洋文庫蔵の版本を使用した。

9) 諸史料に表われた，李朝建初期の仏教関係記事

を纏めたものが表1である。各史料とも版本ごと

に字体に異同が認められる場合があるが，逐一指

摘することは煩演であり，紙幅の都合からもこれ

を略した。

10) 片倉穣氏は李朝時期の文献に竜出現の記録が極

端に多いことに着目し，竜を王権の本源・国土の

守護者として位置付け，竜信仰が李朝統一国家の

イデオロギーとして階級支配に利用されたものと

看なしたうえで，李朝を神聖王朝的性格，あるい

は祭杷共同体的性格の極めて濃厚な王朝としてい

る[片倉穣『ベトナムの歴史と東アジアー前近

代篇一』東京昭和52年 63-64頁]。

また，桜井由駒雄氏は，片倉氏の呪術的な神聖

王朝説に賛意を示しつつも，竜出現や会盟・競渡・

祈雨などの片倉氏のあげられた事例のみで支配体

制の確立を語ることに疑問を提し，呪術的祭犯が

依然として国家権力の正統性の証明としているこ

とこそ李朝権力の地域性を示しているとしている

[桜井白羽雄「李朝期(1010-1225)紅河デルタ開拓

試論ーデルタ開拓における農学的適応の終末-J

『東南アジア研究.118巻2号 1980年9月 298頁]。

筆者は片倉・桜井両氏の理解のように李朝が呪

術的な神聖王朝的性格を持っていたことに賛成す

るが，このような性格は，李朝のみならず院朝に

いたるまで看い出し得る性格と考えている[拙稿

「庇朝初期国家祭犯の一考察J11東洋大学アジア・

アフリカ文化研究所研究年報』第15号 1980pp. 

29-5可。また，竜への崇拝・会盟・競渡・祈雨な

どの伝統的習俗が李朝権力の安定的な直接支配地

であるハドγ.ハナム・ナムディン北半のみの地

域的習俗であったとは思えない。むしろ，祈晴・

祈雨を仏寺において行っている例が多く李，朝建

初期以前の古寺の分布が李朝権力の基盤となった

地域に集中していることから，況術的な要素を持

ったピニタルチ派や無言通派の仏教こそ国家権力

の正統性の証明として用いられている点で李朝権

力の地域性を示していると考える。その意味では，

李朝権力の確立が， r封建僧侶集団」による権力
の掌揮と考えるミン・チャイン (MinhTranh)氏

の理解 [MinhTranh : Tim Hieu Lich S世Phat
Trien Xa H(ii Vi~t Nam， Ha N争i，1957. (明浄

著，活宏貴訳『越南社会発展史研究』北京， 1963 

pp. 64-66)]に賛成したい。筆者は片倉氏の指摘
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に反対するものではないが，竜崇拝等の伝統的習

俗を階級支配あるいは各半独立土侯国のイデオロ

ギー支配に利用しようとしたのは，まさに大宗教

たる仏教をもってしても半独立土侯国聞の民族の

結集が計れない場合であったろうと考える。それ

ゆえ，李朝権力の正統性の証明としてのイデオロ

ギーは，伝統的習俗をも含む呪術的要素を持った

仏教であるとするのが妥当であろう。なお，競渡・

競舟については，山本達郎「安南の競源JW東京
高等学校校友会雑誌jJ1973， 同「競渡考J(東洋

氏談話会大会講演概要) W東洋史研究』第八巻第

一号 1943年3月， Yamamoto Tatsuro; Boat 

Race Festivals in East and Southeast Asia. 

30th International Congress of Human Sciences 

in Asia and North Africa， Mexico City， August 

1976， ; Dragon.boat Race. Proceedings， 

The IVth International Symposium， National 

Academy of Science， Republic of Korea， De-

cember 1976，和田正彦「グェトナムにおける競

渡・競舟について 史書ならびに地誌の記事を中

心として J W稲・舟・祭松本信慶先生追悼論
文集ー』六興出版刊1982を参照されたい。また，

竜への信仰については，松本信資「インドシナの

地の人ーインド・シナ研究序説一JW民族学研究」
第23巻第1・2，第3号 1959年3・7月，同「獄と

龍と王権一ベトナム了先皇伝承をめぐってー」

『どるめん』第17号 1978年5月，山本達郎「龍

に関する一考察J(東洋古代中世史部会)W歴史学

研究』第4巻第5号 1935年9月，同「印度支那

に於ける水の信仰J(第15-8回東洋史談話会)(概

要)W史学雑誌』第48編第5巻 1937年5月，同
「印度支那の建国説話JW東西交渉史論』上巻(史

学会編，富山房刊) 1939年5月， 同「王権の本

源を物語る印度支那の数種の説話に就いてJW加

藤博土還暦記念東洋史集説11(富山房刊) 1941年

12月，拙稿「院朝初期ヴェトナムにおける水神祭

犯についてーヴェトナム北部を中心としてー」

『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所研究年報』

第17号 1982年等を参照されたい。

11) ヴェトナムへの仏教伝来から呉・丁・裳といっ

た初期の独立王朝までの仏教は，在地の富豪層に

よって寄進された邸宅を寺とした建初寺の例に見

られるように，氏族仏教の段階にあり，仏教僧の

政治参加や僧官の制定が見られる丁・君主朝にいた

り宮廷仏教的な段階に進みp 李朝建初期になって

国家仏教的性格を色濃くしたとの私見を持つ。そ

れゆえ，本小稿において，国家による官寺網の創

設・度僧・鋳鐙・乞経迎経を通して，国家の期待

する護国経典の読請を行うことを目的とした仏教

を「国家仏教」と規定しておきたい。

12) Tran van Giap : op. cit.，によれば，ヴィニタ

ルチ派の寺院として，第12代の師祖の 1人万行禅

師の時期より以前に存在したと思われる寺は次の

ように整理される。

寺院名 所在地 師 祖 名

普光寺 不詳

建陽寺 北寧省天徳府

禅衆寺 11 

衆善寺 北寧省慈山県

六祖寺 北寧省 羅貴安・万行

鼓山寺 不詳 法順

観愛寺 不詳 マハー・マフ

受林寺 北寧省 禅翁道者(崇範禅師〕

法雲寺 11 崇範禅師

また，無言i重派の寺院として，第5代の多宝禅師

より前の時期にあったとされる寺も同様に整理す

ると次のようになる。

寺院名 所在地 師祖名

定禅寺 北寧省超類県

開国寺 * 雲峯

仏陀寺 ** 呉真流〔亘越〕

建初寺 北寧省倦遊県 多宝

* Uy Ban Khoa HQc Xa HCii Vi~t Nam Ban 
Han Nom: TUYEN T Ap VλNBIAHλNQI， 

Quy色n1， Nha Xuat Ban Khoa HQc Xa HCii， 

Ha NCii 1978 p. 33によれば，李南帝の時代

(544-548)に建立された開国寺が後代に鎮国寺と

称され，紹治帝の代の1844年に鎮北寺と改称され

たとあることから，問寺が現在の河内のバディン

区タィン・ニィエン通引合いに位置する鎮北寺に

等しいことが知られる。また， W大南一統志』河
内省寺観誌によれば永順県安皐坊西湖の側に位置

したとある。

料 UyBan Khoa HQc Xa HCii Vi~t Nam Vi~n 

Van HQc; THO VAN L Y-TRAN， T~p 1， Nha 

Xuat Ban Khoa HQc Xa HCii， Ha NCii 1977 (以
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表 2 W欽定越史通鑑綱目』に表われた造寺 (1010-1225)

| 西暦年代 | 年 号 寺 院 名 場 所

1010 順天元年 輿天御 (Hu'ng-thien-ngt!)寺 昇竜域内

11 11 万歳 (V平n知色〉寺 11 

11 11 勝厳 (Thang-nghiem)寺 昇竜域外

11 11 天王 (Thien-vu'dng)寺 11 

李
11 11 錦衣 (C量m-y)寺 11 

11 1/ 竜興 (Lo暗 -h山 g)寺 。
1/ 11 聖寿 (Thanh・thQ)寺 1/ 

11 11 天光 (Thien叩Iang)寺 11 

11 1/ 天徳 (Thien-a台c)寺 11 

1025 j頂天15年 真教 (Chan-giao)寺 昇竜城内

1034 通瑞元年 長聖 (Trang-thanh)寺

1049 崇興大宝元年 延祐 (Dien-h1j吋寺(=一柱寺) 昇竜城内

1056 竜瑞太平5年 崇慶 (Sung-khanh)寺(=報天寺〉 寿昌県仙市報天坊

1073 太寧2年 法雲 (Phap-van)寺 河内省上福県文甲村
紀 1087 広祐3年 覧山 (Lam-sdn)寺 北寧省栓陽県

1136 天彰宝嗣4年 謬水 (Giao-thiiy)寺

1137 天彰宝嗣5年 霊感 (Linh-cam)寺

1145 大定6年 永隆福塑 (Vinh-longphuc-th釦h)寺

下 iT.V-L.T-lJと略記する)p. 208によれば， 映したものと推察されよう。

愛川、l常楽県吉利村が呉真流の出身地であるとして 16) ~全書』には「四大天王寺」・『越史暮』には「四

いる。 Tranviin Giap : op. cit.，によれば仏陀寺 天王寺」・『網目』には「天王寺」とある。仏法帰

は吉利村に在ったとされていることから，仏陀寺 依の衆生を守護するとされる四方鎮護の四神であ

は現在の清化の静嘉県 (huy~n Tinh-gia)に位置 る四天王に由来する寺名から，護国経典である金

したと考えて良いと思う。なお，呉真流は長じて 光明経の四天王品の思想、が反映していると思われ

開国寺の雲峯禅師に師事し， 971年に丁先皇から る。

僧統に任ぜられ，匡越大師の号を授けられている。 17) ~越史嬰』には「衣錦寺」とある。

13) 李朝期に造立されたと思われる寺院を『網目11 18) W越史嬰』には「龍具寺」とある。

から抜き出して整理したものが表2である。 19) Tran viin Giap : op. cit.， pp. 235-243 

14) ~越史暑』においては「輿天寺J とされており， 20) Tran viin Giap : ibid.， pp. 243-252 

同書が中国で著された経緯から考えると， ~全書11 21) 註(12)，桜井由弱雄:前掲論文 296-297頁

他のヴェトナム史書に「輿天御寺」とあるのは， 22) 桜井由拐雄:上掲論文 275-278頁

同寺が太租の仏道崇拝のための寺として特別の位 23) 川本邦衛:前掲論文 269-270頁

置にあったことを窺わせる。 24) JlI本邦衛:上掲論文 268頁

15) ~全書』では「大清宮J， ~越史嬰』・『網目』で 25) W全書』の校合本では「凡百五十所」となって
は「太清宮」となっている。『綱目』巻之二，李 いる。天理大学蔵の『全書』も ifL百五十所」と

太宗天成四年「冬十月賜道士受記録子太清宮」と あるが，引田利章1884年活版覆刻本には「九百五

あることから道教の宮観の中心的なものと思われ 十所」とある。版本を考えれば言うまでもなく校

る。道教の三洞四輔説中の洞神を輔佐する太清と 合本の記述が正しいのであろうが， W網目』でも
するなら，太清部は金丹の服薬によって仙人にな 「九百五十所」とある。

ることを強調する経典が収められていることから， 26) Tran viin Giap: op. cit.， Tableau B. Secte 

李朝建初期の呪術的性格が道教の影響を色濃く反 du Dhyana fondee par Vo-ngon-Thong (820-
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1221) I改文武臣僚僧道官制及朝服，ー遵於宋」とある

27) 桜井由拐雄:前掲論文 298頁 ことから，丁朝における僧道階品の制が，前禁朝

28) 明浄:前掲書 64頁で「皇帝的地，村里的庖」 の臥朝皇帝の下で，宋の僧道官制に改められたこ

との句を紹介しているが，まさに「村里的届」と とを知りうる。川本邦衛氏は，丁朝僧官の制を唐

は「諸郷邑所有寺観」を含めて指していると思わ 代のものとされている [JII本邦衛前掲論文 263

れる。 頁]。

29) 重修を命じた諸路寺観とは，路制が実効をもた 40) M~t Thち:op. cit.， p. 109によれば， I匡越と

なかった[桜井由知雄前掲論文 274頁]ことよ は越国の按排を手助けするとの意味」とあること

り，諸郷邑寺観のことを意味していると思われる。 から，匡越大師の号そのものにすでに政治顧問と

また，諸郷邑とは，李朝直接支配地である昇竜城 の意義を持っていると解される。

内外と北江一帯の地域と解すべきと思う。 41) 仏教教団の管理抑制が可能となるのは，李朝も

30) 大乗の秘密部に属し，勇猛な仏の三味の境地， 末期になってのことと筆者は考えている。そのー

すなわち禅定による清浄な菩提心を体得すること 例を掲げると， ~全書』高宗天資嘉瑞十年(1195)

を要旨とする経典である。郭鮮の李朝世祖も，世 に， I三教を試し，出身を賜る。」とあることから，

子追福のために「梼厳経」・「法華経」などを校合 それ以前の水早災傷や病いに霊験あらたかなる仏

出版している[皇道徳雄「朝鮮半島の仏教JWア 法の護持者であり，漢学の素養に長けた者として

ジア仏教史中国編IV.ll佼成出版社昭和51年 の僧侶に対する理解を儒教的合理主義から分別し，

93頁]。 前者の僧団への管理をし始めたものとの私見を持

31) わが国でも護国三部経の一つに数えられ[金伺 っている。なお，李朝の仏教管理については普仕

秀友『仏典の読み方』大法輪関 昭和45年 165 邦氏[前掲論文 367-367頁]の理解に賛成したい。

頁]，中国・日本では珍重され， I金光明経」の中 42) 中国や日本において度僧という時には，律令制

にも思想、や表現に重要な影響を及ぼしている[金 を前提とする度燥の給付による仏教統制を目的と

岡秀友上掲書 121支]。 すると解されようが，李朝において律令を定めた

32) 曹仕邦:前掲論文 366-367頁 との記事がみられるのは英宗大定十八年(1157)

33) 曹仕邦:上掲論文 366頁 のことであるから，その実施等内容は不詳である

34) 川本邦衛:前掲論文 268-269頁で，同氏は『全 が，李朝建初期の度僧は，単に得度して僧となし

書』景瑞二年(1009)の，木棉樹への落雷による樹 たと解すべきであろう。

幹の裂目の跡を万行が判じて禁氏滅亡李朝成立の 43) 註 (34)参照。万行禅師や多宝禅師のような仏

兆しとした記事を，李公離が万行に蕉山寺で前君主 教指導者や陶甘泳などを中心とする勢力と考える。

朝纂奪計画を画策せしめていた史実を潤色したも 44) W全書』薮紀臥朝皇帝景瑞二年 (1009)の記

のと解釈されている。筆者も川本氏の解釈に賛成 事に「是月，笑丑日，李公超自ら立ちて帝と局る。」

する。なお，李公瀦の即位にまつわる修史・潤色 とあり，皇帝を称した後，すぐに封侯などの論功

については， IT .V. L. T.-1J op. cit.， pp. 219一 行賞的人事を行い，僧侶に対しては， I衣服を頒

226に纏められている。 って僧道に賜わる。」とある。順天元年をまたず、

35) IT. V. L. T.-1J ibid， pp. 214-218， M~t T民. しての衣服の下賜と，翌年の造寺・鋳鐘・度僧等

op. cit.， pp. 119-121 は，李朝成立に伴う論功行賞としての性格を持つ

36) 僧団の人的構成で，優婆塞・沙弥・比丘・優婆 と言っても過言ではあるまい。

夷・沙弥尼・式叉摩那・比丘尼をあわせて七衆と 45) W史記.llJI原天五年(1014)の呉時仕割註では「精

いう。 巌寺」となっている。

37) 薗田呑融「国家仏教と社会生活JW岩波講座日 46) W金書」の同記事に続いて， I鐙成る，人をして
本歴史 4古代4.ll岩波書庖 1976367頁 之を捜送せしめんとするに，其鐙人力を待たず，

38) IT. V. L. T.-1J op. cit.， pp. 208-211， M~t 自らよく移転し， 頃刻の間に其寺に至る。」とあ

Th色:op. cit.. pp. 109-113 る。呉士連の割註にいうように，舎利光・優曇花・

39) W全書』繋紀臥朝皇帝丙午十三年(1006)に 古仏湧の類同様の仏僧による修辞と解せられよう
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が，それを神人の迩と記して疑わぬ考え方があっ 54) ~宋曾要』蕃夷四景徳二年 (1005) 正月の記

たことは，当時の仏教理解の一面を伝えるものと 事に， 1"是の月，繋桓に本蔵経を印して賜わる。」

言えよう。なお，太宗期には天成六年 (1033)に とあり，本蔵経を印行して君主桓に授けたことが知

も， 1"詔して寓斤の鐘を鋳，龍爆鐘楼に置かしむ。」 られる。『全書』応天十一年 (1004)に， 1"行軍王

との記事と，乾符有道三年 (1041)の鋳鐘の記事 明提を遣し，摂騒州刺史を穏すを宋に聴せしむ」

がある。 とあることから，この待のことと知られる。なお，

47) ~全書』竜瑞太平三年(1056) に「崇慶・報天寺 同時期の宋との関係史については，河原正博「ベ

を造り，銅高二千斤を設して，洪鑓を鋳，帝親し トナム独立王朝の成立と発展(905-1009年)J山本

く銘文を製す。」との一例を見るのみである。 達郎編『ベトナム中国関係史』山川出版社 1975 

48) 李朝初期鋳鐘の規模一覧 25頁を参照されたい。

年 |鋳鐙規模|設置寺院

順天元年(1010) 銀 1680両 大教寺
太
]1原天五年(1 
014) 金 300両 興天寺

租
銀 800両(2口〕 (五勝厳鳳寺星楼11 

ーーーー・圃・.ー.ー・ーー--_

天成六年(1033) 銅10000斤(?) 竜塚鐘倭

太
通瑞二年(1035) 銅 6000斤 重光寺

，刀"""す
乾符有道三年 銅(含7鋳50弥0斤勅仏・海

慈氏天福院(1041) 
清一功徳二菩薩)

不翌 1 竜瑞太平(10三5年~l 銅12000斤 (2 ロフ)1報崇慶天寺寺

49) 党天王 (Brahma)・帝釈天 (SakraDevanam， 

lndra) ともにヒンドワー起源の仏教の外護を司

る神々である。大乗仏教にも摂取され，信仰され

ているが，むしろ南方仏教諸国で，現世利益の祈

願の対象となっている。また，護世の四天王もヒ

ンドゥ一世界の四方角神を起源とする[奈良康明

『仏教史u世界宗教史叢書7，山川出版社 1979
年 377-379頁]ことから，当時の仏教信仰中に南

方仏教的要素が少なからず反映していたことが知

られる。但し，大乗仏教に摂手されたものが中国

から伝わったものか，占城を経由して直接に小乗

仏教中のヒソドゥー諸神が伝わったかを明かにす

る史料はない。

50) Tran v五nGiap : op. cit目，

51) I"T. V. L. T.-1J op. cit.， 

52) 東洋文庫蔵抄本を使用した。

53) 九経とは，経典分類の九種をいう九分教あるい

は九部教のことかと思う[金岡秀友:前掲書 89 

頁]。

55) この時，李公組によって使として遣わせられた

のは，節度判官・長)'1'1刺史の梁任文と副史として

観察巡官の位にあった家再厳であった。『全書』

順天元年(1010)に「員外郎梁任文，書案再厳を遣し，

宋に如きて好を結ばしむ。」とあることから，こ

の時における乞経と思われる。なお，河原正博

「李朝と宋との関係 (1009-1225年)J 山本達郎編

上掲書 29-30頁を参照されたい。

56) 内閣文庫蔵本によった。

57) 宋の太宗の太平興国八年 (983)に完成をみた

萄版すなわち北宋の勅版大蔵経481函 5048巻のこ

とと思われる[野上俊静他『仏教史概説中国篇』

平楽寺書庖 1968年 123-124頁]。

58) この時の遺使となったのは，知唐川刺史の陶碩

と，副使の節度副使呉懐嗣であったが，ヴェトナ

ムの史書においては同使の名は定かでない。なお，

河原正博上掲論文 30頁を参照されたい。

59) ~越史昇』巻二院紀太祖 ]1頂天九年(1018)

の条

『網目』巻二李太祖順天九年(1018)六月の条

60) ~宋曾要』蕃夷四天稽二年(1018)五月の条。

『安南史略J巻第十二李氏世家天祷二年(1018)

五月の条。

61) 宋の太宗は，道蔵3737巻を編纂させた[~道教』

第一巻平河出版社 1983 93-94頁]ことから，

同道蔵のことかと思われる。

62) ~宋曾要』蕃夷四天嬉三年(1019)八月の条。

『安南史略』巻第十二李氏世家天橋三年(1019)

の条。

63) 河原正博:上掲論文 30頁

64) ~全書』順天十一年(1020)秋九月に， 1"院道清使

して回るに三蔵経を得る。詔して僧統費智をして

慶州に往きて之れを迎えしむ。」とあり， ヴェト

ナムにもど、ったのは11頂天十一年であり，イ曽統に迎
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えにいかせたことから，いかにこの三蔵経招来に

熱心であったかが窺える。なお，経・律・論の三

蔵についての経典との意味から三蔵経を仏教経典

全般を指すと解することが自然であろうが，三歳

には小乗教もしくは小乗の聖典の意味もある。宗

派の流れを考えると，前者と解すべきことは言を

要しまし、。

65) W網目』巻之二李太宗通瑞元年(1034)秋八月

の条。

66) W綱目』巻之二李太宗天成四年(1031)秋八月

の条。

67) W全書』 神宗天順二年 (1129)の「詔赦天下罪

人」の条に対して史臣呉士連は割註で，設会に伴

う大赦に対して厳しく批判している。それほどに

仏会に名をかりた大赦が多かったものと推われる。

68) W綱目』巻之二李太宗通瑞三年(1036)春正月

の条。

69) W史記』李太宗紀巻二庚辰乾符有道二年(1040)

冬十月の条。『網目』巻之三李太宗乾符有道三

年(1040)冬十月の条。

70) W全書』仁宗会祥大慶九年(1118)二月の条。
71) W全書』仁宗会祥大慶九年 (1118)九月の条。
72) W全書』仁宗会祥大慶十年 (1119)五月の条。

73) W全書』仁宗天符容武七年 (1126)春正月の条。

74) W全書』神宗天順二年 (1129)正月の条。

75) W全書』神宗天彰宝嗣五年(1137)秋九月の条。

76) W全書』英宗大定十年 (1149)夏四月の条。

77) その他の『全書』中にみられる李朝期の慶成会

としては，

l年号|西暦| 慶成会名
英武昭2勝年 1077 設仁王会予天安殴

天符容2武年 1121 設慶成宝天寺重明殿会

仁
同 3年 1122 塔設慶会成隊山崇善延齢宝

同 4年 11<'3 設慶成奉慈寺会

同 4年 1123 設慶成倦遊広孝寺会
刀ヒ全zミ， 
同 7年 1126 設慶賀五経礼子寿聖寺

同 7年 1126 設仁王会子竜環

同 7年 1126 塚(九月〉設広照燈会予竜

票|天即年lm|設慶成広厳資聖寺会

79) 註 (78)に， 1""起寺至三百五十所」とある。太祖

による建初期における造寺十五所と，太宗による

諸卿邑凡そ百五十所における造寺観。さらには，

仁宗皇帝の太后によって会祥大慶六年 (115)に前

後百余所に仏寺を起すとあるから [W全書』仁宗

会祥大慶六年(1115)春正月の条。1 この三例だけ
でもおよそ二百六十五所となり，残り八十五所位

がこの他に造寺のあった寺院と思われる。

80) 太祖による天徳府での八寺と昇竜域内外の七寺

は，順天七年までに建立されており，太宗による

天成四年の郷邑凡そ百五十所での造寺，さらには

太祖による天光・天徳二寺と真教禅寺を数えると，

李朝建初期には百六十八寺以上が造られていたこ

とが知られる。

81) 仏教だけでイデオロギー支配を論ずるには無理

があるものと思われるが，李朝政権の直接支配地

においては仏教信仰は盛んであったと思われる

[Keith Taylor :“ The Rise of D平iVi~t and the 

Establishment of Thang-long，" Kenneth R. Hal! 

and John K. Whitmore Edited. ‘EXPLORA-

TIONS IN EARL Y SOUTHEAST ASIAN 

HISTORY: THE ORIGINS OF SOUTHEAST 

ASIAN ST ATECRAFT' Center for South and 

Southeast Asian Studies The University of 

Michigan 1976， p. 151]. 

82) W全書』仁宗広袷四年(1088)の条。『網目』巻之

三李仁宗広祐三年(1087)の条。

83) 二例だけ掲げる。『全書』聖宗彰聖嘉慶五年

(1063)の条に， f奇蘭夫人が聖主寺に嗣を求めさせ

たおり，僧が投胎托化の術を教えたとしている。

また， W全書』高宗天資嘉瑞三年 (1188)夏五月の

条。ここに阜の場合の祈雨の例がみられる。なお，

「今朝園初猶佑醤俗。」とあることから，国初にも

同様の習俗があったものと思われる。

84) 註(81)参照。

85) 仏寺における祈雨の例は多く，一例のみ掲げる.

『全書』神宗天彰宝嗣五年 (1137)三月の条。特に

報天寺において法雲仏に祈雨する例が多い。

86) 特に明空禅師が有名で、あったものと思われる。

一例を掲げるにとどめる。『全書』ネ申宗天彰宝桐

四年 (1136)三月の条。

87) 註 (83)参照。他に一例を掲げると， W全書』仁
78) W史記』李太祖紀巻二)1頂天元年秋七月の条に対 宗会祥大慶七年(1116)夏六月の条。

する史臣呉時仕の割註。 88) W全書』太宗天成二年(1029)の条では!勝巌寺
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に神人が跡を見す。」とか， 1"蔦歳寺階前に，天白 ルチ派第十二代禅師であった万行にしてから三教

米を雨し堆を成す。」とある。また， w全書』太宗 を遍く学んでいた [Thanh-T也， -‘ THI企N SU' 

通瑞元年 (1034)の条では， 舎利光の話があり VI企TNAM' (Tu-Vi~n Chdn-Khong) Saigon， 

『全書』太宗天成五年 (1032)春二月の条では，優 1973 p. 49] とされることから，李朝建初期の仏

曇樹が開花したとの記事もあり， w全書』太宗通 教理解は土俗的な理解を含むものであったと推わ

瑞二年(1035)の史臣呉仕連の割註には， 1"寺僧そ れる。

の教えに神を欲す。」と批判し神人の跡，舎利 89) Tran van Giap : op. cit.， pp. 253-255. Thich 

光，優曇花，古仏湯の類はみな僧徒の言によるも Thien An: op. cit.， pp. 72-107. Thanh Tな:

のであることを指摘している。このような仏教理 op目cit.，pp. 61ー62，pp. 294-303_ 

解は何も位の低い僧のものとは思えなし、。ビエタ
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